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Abstract 
This study investigates and analyses linguistic viewpoints of Korean-Chinese bilinguals, 
showing how they think about language. The Korean-Chinese people are those who speak both 
Korean and Chinese in everyday life. Linguistic viewpoints can be defined as the personal beliefs 
people hold about language. In reference to the Grounded Theory and a sociolinguistic 
perspective, the examinees’ linguistic viewpoints have been analysed, and then the relationships 
between their beliefs on language and factors in their background situations will be examined. In 
conclusion, the following three points can be stated: firstly, political, educational and 
domestic-language-use factors play an important role in forming their linguistic viewpoints. 
Secondly, foreign language education can contribute to having Korean-Chinese bilinguals take a 
positive approach to language. Finally, it is essential for language teaching to be designed to 
enhance linguistic viewpoints of learners. 
 
1. はじめに 
2005 年現在，朝鮮半島におけるコリアン１人口は，6500 万人を数えている．朝鮮半島以外，アメリカ
(約 200 万)，日本(約 90 万人)，中国(約 192 万人)，旧ソ連領域(約 50 万人)を含む世界 150 ヶ国に定
住するコリアン人口は 663 万 8338 人を上回っている(韓国外交通商部調査資料 2005)．このように，海
外に定住する朝鮮人人口は，朝鮮半島における人口のおよそ 10%を占めているが，世界の至るところ
に住んでいると言われる「華僑(中国人口の約 3%)」に比べるとその割合は高い(任 1993)． 
移住の理由について，アメリカへの移住は，より豊かな生活，より豊かな社会的な安定を求め，また
は子女の教育ために移住してきた「自意的な移住」である(任 1993)．それに対し，日本，中国，旧ソ連
領域内への移住の理由は，19 世紀後半に起きた咸鏡道の飢餓などをきっかけとして中国，ロシア領域
内に移住した数十万人を除き，日本の朝鮮侵略と朝鮮植民地支配に他ならない(岡本 1999)． 
2005 年現在，中国国内には，約 192 万人(中国人口普査 2000 年)の朝鮮族が住んでいる．主な居
住地は，黒龍江省(23%)，吉林省(61%)，遼寧省(12%)の東北三省(旧満州)である．なお，吉林省の延
辺朝鮮族自治州には，中国朝鮮族の総人口の約 43%が居住している． 
本研究の目的は，これらのコミュニティのひとつである中朝バイリンガルの言語意識を分析し，考察
することである．バイリンガルの定義について，「バイリンガルの定義で成功した人はまだいないと言わ
れるほど，バイリンガルということばの意味は複雑で捉えにくいが(中島 1998)」，本研究における中朝バ
イリンガルとは，日常生活の中で中国語と朝鮮語の二つの言葉を操れる中国朝鮮族と定義する．言語
意識について，日本語教育辞典では「私達がとる日常の言語行動は，それまでに社会のなかで経験
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してきたさまざまな事実の積み重ねによって支えられている.それら事実の積み重ねを個のうちで普遍
化したものが言語意識であり，言語意識の表出した形態が言語行動である.言語意識とはこのように，
その人の所属する社会の反映であるが，一方で意識は個人に内化してしまうため客体化することが難
しいという特徴がある.」と述べている．本研究における言語意識とは，言語をどのように捉えるかに関す
る個人の判断とする. 
 
2. 研究の背景 
 中国朝鮮族に関する研究としては移住の歴史，現在の生活状況，言語接触，民族教育史，二言語
教育等に関する研究が行われてきた，しかし，中国朝鮮族の言語意識に関する実証的な調査研究は
行われていない．バイリンガルの育成について，ランドレイとアラード(1991)は，社会環境，家庭環境，
学校環境の中でどのようにバランスを取るかを示し，上記の環境があっても実際に言語を使用するか
どうかは子供特性や心理的な状況に左右されると述べている．個人が言語をどのように判断するかと
いう個人の言語意識は，バイリンガルに育つ上で極めて重要であることが示唆される． 
 1976 年の改革開放政策の実施以来，中国の少数民族優遇政策の下で中国朝鮮族は，民族学校教
育等を通し 3 世代の 80%の人達(中国朝鮮族研究会 2006)が一定のレベルを持った中朝バイリンガル
に育った．しかし，グローバル時代の現在，中国朝鮮族は二つの深刻な問題を抱えている.一つは，民
族学校の児童数が減少し，それに伴って民族学校数が激減していることである．2000 年の小学校入
学児童数は 10 年前の 1990 年に比べ 64.1%に低下している．もう一つは，朝鮮語を喪失する子供が増
えていることである． 
これらの問題が発生する主な理由はまず，グローバル時代の現在，産業化・都市化の加速により，
中国朝鮮族人口が大都市または海外へ大量に移動した結果である．2006 年現在，中国国内および
海外への移動人口を合わせると中国朝鮮族の総人口の約半数に上ることになる(中国朝鮮族研究会
2006)．移動先で生まれた子供(4 世代)は民族学校教育のサポートを受けることができず，現地の学校
に通うことになり，母語を継承することができなくなっている．次に，民族教育に携わる者・親・個人の母
語継承の意義に対する認識が不足していることにある． 
 以上の背景から，今や中国の朝鮮族社会は母語継承の意義を深刻に考える時期が到来しているこ
とが窺える．その問題解決の一つに個人の言語に対する意識を調査することが求められるであろう． 
 
3. 研究の目的 
本研究の目的は，中朝バイリンガルの言語意識を分析考察することである． 
中朝バイリンガルの言語意識とはいえ，中国朝鮮族の集団あるいは民族の意識として一般化するこ
とはできない．出身地，年齢，性別，職業等によって個々人の意識が異なることが予測される．本稿で
は，調査協力者 30 人のうち，JS1 の事例をケーススターディとして提示する． 
 
4. 調査方法 
調査方法は，主として協力者の個別性を重んじたインタビュー調査による．インタビューには構造イ
ンタビュー，半構造化インタビュー，非半構造化インタビューがあるが，協力者の意識を詳細な記述
データとして収集するには，「対象者の意識の流れや内省を重視して，柔軟に対応していく方法(村岡
2002：127)」である半構造化インタビューを採用した．なお，補足的データとして，普段の接触および電
話，メールでの連絡をフィールドノートとして記録した． 
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インタビュー言語は，JS1 の希望により日本語で行った．インタビュー時間は約 2 時間である．なお，
JS1 の親の言語意識についてもインタビューを行った．インタビュー言語は朝鮮語であり，インタビュー
時間は約 1 時間である． 
 
5. 分析方法 
まず，データ対話型理論(グラウンデット・セオリー・アプローチ, 浅井 2006; Landry,R. & Allard,R. 
1992b)を援用した．具体的にはまず，個人が置かれた様々な文脈を視野に入れながらエスノグラ
フィーとして記述し，文字化データから言語に対する意識について「母語(朝鮮語)」，「国家語(中国
語)」，「外国語(日本語)」，「国際語(英語)」，「その他の言語」の 5 つのキーワードを抽出し，それぞれ
の言語に対する意識を分析し，考察した． 
次に，社会言語学の視点から，JS1 の意識とその背景にある要因とを関連づけて分析を行った．「社
会言語学」は，真田信治(1987)によれば，「言語使用者の意識や具体的な言語行動を，その人々をめ
ぐる社会的かつ時代的なもろもろの外的環境とのかかわりにおいて把握しようとする学問」である．具
体的な分析の枠組みとして，ランドレイとアラードのカウンター・バランス説(中島 1998 より抜粋)を援用
した．ランドレイとアラードのカウンター・バランス説とは，L1 と L2 の言語集団の活力が低いか高いかに
よって，子供を取り巻く社会環境，家庭環境，学校環境で，どのような言葉を使ってその言語への接触
量や接触の質を人為的にバランスをとったらいいかということを示したもの(図 1)である． 
 
図 1 : カウンター・バランス説 
 
 
6. JS1 の事例分析 
6.1 母語(朝鮮語) 
 JS1 は，母語の朝鮮語について「わざわざ勉強しなくてもいい」，「普通にしゃべれればいい」，「外国
語として覚えればいい」，「朝鮮語で文章を書くのが苦手」，「正式な場合に使う単語や表現には慣れ
ていない」と判断している．JS1 はその理由として次の二つを挙げる．1)普段の生活の中でほとんど朝
鮮語を話すから，2)中国では正式な場合にほとんど中国語を使うから．次節では，JS1 の母語の朝鮮
語に対する意識の背景にある要因を社会環境，家庭環境，学校環境に分類し，分析し，考察する． 
 
多文化接触場面の言語行動と言語管理 
 36
6.1.1 社会環境 
JS1 が生まれ育った地域は延辺朝鮮族自治州であるが，総面積は 43,474 ㎢，総人口は約 216 万人
である．そのうち，朝鮮族の人口は，約 80 万人を数えている．朝鮮族の人口は漢民族の人口より少な
いものの，朝鮮族の自治州であるために朝鮮語は，政治的，経済的，文化的に優勢な地位を占めて
いる．そこに住んでいる漢民族は朝鮮語ができる人も少なくない．特に，個人商業を行っている人達の
場合である．以上のような朝鮮語の言語活力より，コミュニティの使用言語は朝鮮語が最も多く，JS1 も
日常生活において主に朝鮮語を使用してきた． 
少数派の言語の継承について，多くの研究者が「地域コミュニティで生活言語として話されることが
大切である」と指摘されているが，その地域でいかに政治的，経済的，文化的に優位な地位にあるか
が少数言語話者の言語使用に大きく影響することが窺える．JS1 のような延辺朝鮮民族自治州出身の
朝鮮族は別として，黒龍江省，遼寧省等の出身の朝鮮族の中にはその地域のコミュニティ２で朝鮮語
が話されているにも関わらずまた，朝鮮語が話せるにも関わらず朝鮮語を話さずに中国語を話す傾向
が多い．また，朝鮮語を話すことを恥に思う子供達もいる．それに対し，「わざわざ勉強しなくてもいい」
が，「普通にしゃべれればいい」と，朝鮮語の使用を回避しない理由には，地域コミュニティ内での言
語の活力と関係している．その少数言語に活力を持たせるには国のサポートが欠かせないと考えられ
る．この面において，中国の少数民族政策は少数言語の朝鮮語が維持されることに大きな貢献を果た
したと言える． 
 
6.1.2 学校環境 
 中国の朝鮮民族学校に関して幼稚園から大学院まで体系的な学校教育が行われ，朝鮮族の学校
教育は，内モンゴル民族学校教育と共に少数民族教育のモデルとなっている．特に，延辺朝鮮族自
治州には中国の重点校と指定されている中学校，高校が設けられている．このような民族学校の中に
は，中国の三大名門大学(清華大学・北京大学・中国科学技術大学)の進学率が 3％，重点大学(約
100 校)への進学率が 60％～70％になっている学校もある．朝鮮民族学校の受験科目について，すべ
ての科目を朝鮮語で受験できる制度が整備されている．受験得点において，少数民族の受験者の場
合，総合得点に 20 点をプラスする規定がある．このような，朝鮮族の学校教育の知名度および教育制
度の充実から，JS1 の親は JS1 を朝鮮民族学校に通学させた． 
JS1 は，小学校から中学校まで 9 年間朝鮮民族学校で義務教育を受けてきた．民族学校で使用さ
れている教科書は漢語(民族学校教育の科目においては「中国語」を「漢語」と呼ぶ)以外，朝鮮語で
編集され，授業内での教師の教育媒介語も朝鮮語であった．そして，学校内では教師とクラスメートは
全員朝鮮族であった．そのため，学校内での接触言語と使用言語は朝鮮語になっていた．中学校卒
業後，2 年制の専門学校に通っていたが，使用教材は中国語で編集され，授業内教師の教育媒介語
は中国語であった．しかし，学校の所在地が延辺朝鮮族自治州内にあり，クラスメート全員が朝鮮族で
あるため，授業以外の接触言語および使用言語は依然として朝鮮語が多かった． 
 
6.1.3 家庭環境 
近年，中国朝鮮族の家庭内言語使用状況を大きく 4 タイプにまとめる．1)家族間で全員すべて朝鮮
語を話す．2)親と子供の間は朝鮮語，兄弟同士は中国語を話す．具体的には，朝鮮語でしか意思伝
達ができない親に対し子供は朝鮮語を使用し，兄弟同士は中国語を話す．特に，兄弟の中に漢民族
の学校に通っている者がいる場合である．3)親は朝鮮語を話し，子供は中国語を話す．漢民族の学校
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に通っている子供で朝鮮語が聞き取れるが話せない場合である．4)家族間で全員すべて中国語を話
す．特に，マイノリティ地域の若い世代の核家族に多く見られる．漢民族学校で教育を受けた親(朝鮮
語が話せる)と漢民族の学校に通っている子供の場合が典型的な例である． 
以上の家庭内言語使用状況のうち，1)と 2)はバイリンガルの育成を促進する要因であることが
分かる．3)の場合は「聴解型バイリンガル(Passive bilingual)」(中島 1998)に育つことになる．しかし，
4)の場合，子供の母語が中国語になってしまい、民族語としての朝鮮語を継承(習得)しない朝鮮
族に育つことになる．JS1 の家庭内の言語使用状況は 1)に入るが，その背景には，JS1 の親の朝鮮語
に対する意識が大きく関係している．JS1 の父親は「朝鮮族が朝鮮語を話せないほど恥ずかしいことは
ない」と捉え，家庭内での使用言語を朝鮮語に決めたのである． 
 
6.1.4 まとめ 
以上，JS1 が少数言語の朝鮮語に対する意識の背景にある要因を分析考察したが，「朝鮮語で文
章を書くのが苦手」，「正式な場合に使う単語や表現には慣れていない」，「外国語として覚えればい
い」という意識の背景には第一に，いくら家庭内，学校内，コミュニティの使用言語が朝鮮語になって
いるとはいえ，また延辺自治州内で朝鮮語が政治的，経済的，文化的に優勢な言語であるとはいえ，
実際，自治州内の公的場面３での使用言語および公文用の言語はほとんど中国語になっているという
事実がある．第二に，中国全国における朝鮮語の言語的地位と関連が大きい．中国全国において 13
億の人口が使用する中国語に比べると朝鮮語は 192 万人の朝鮮族が使用する少数言語にすぎない．
中国社会全般における母語の力の弱さから JS1 は，母語において文章用語やフォーマルな場面に使
用する適切な表現の習得には働きかけていなかったことが推測される． 
JS1 の事例から，少数言語の母語継承における重要な示唆が得られる．力の弱い少数言語の 4 技
能を伸ばすには，表面に現れる言語の力関係(経済性)を超えて，裏面にある「母語は自己の根源であ
る」ことをまず，少数言語話者に気付かせることが大切である． 
 
6.2 国家語(中国語) 
  JS1 は，国家語の中国語について「中国語には力を入れないといけないと思う」，「文法からきちんと
勉強した」，「文章能力や正式な場面での表現は朝鮮語より中国語の方が上」と捉えている．その理由
は，1)延辺自治州内では漢民族と接触する機会が少なく，中国語は主に学校の授業内でしか学習で
きないから，2)中国で仕事しようとしたらすべて中国語になるからだと述べていた． 
 次節では，JS1 の中国語に対する意識の背景にある要因を分析する． 
  
6.2.1 社会環境 
 JS1 を取り巻く社会環境は二つあると考えられる．一つは，朝鮮語の言語地位が政治的にも，経済的
にもまた文化的にも圧倒的に高い延辺朝鮮族自治州である．JS1 のように朝鮮民族学校に通っている
朝鮮族は中国語話者と直接接触を持つことが難しく，接触の頻度も低い．もう一つは，国家語の中国
語がすべての面において，最も強力な地位にある中国全土である．延辺朝鮮族自治州を一歩出ると
中国語は実用度が高くなる．このような現状から朝鮮族を含め，中国全国の少数言語話者は一般的に
中国語習得へのモチベーションも高くなる． 
JS1 は，自分が今現在置かれている社会環境と，将来置かれるであろう社会環境を分析し，中国語
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の習得について調整行動を行ってきたことがわかる． 
 
6.2.2 学校環境 
 JS1 が体系的に中国語を語学課目として学んだのは，小学校 2 年生の時から中学校 3 年までの 8 年
間(週 3 時間～4 時間)である．しかし，中国語の授業内で教師の教育媒介語は主に朝鮮語であった．
中学校卒業後は短期大学で二年間中国語で専門知識を習得した．しかし，クラスメート全員が朝鮮族
であったため，使用言語は朝鮮語であった． 
 以上，JS1 を取り巻く社会環境，学校環境から推測されるが，国家語の中国語の習得は学校内だけ
に限られ，中国語話者との直接接触を欠いている．そのため，中国語のレベルが高度に伸びる可能性
は低い．実際，延辺朝鮮族自治州出身の朝鮮族の中国語の能力について，先行研究では，JS1 のよ
うな環境にいる朝鮮族の場合，中国語の能力が低いという結果が報告されている．しかしながら，現在
JS1 の中国語の能力について，JS1 の自己報告を基に分析すると次のようになる．話し言葉において，
普段は両言語のどちらも使えるが，発表などフォーマルな場面では中国語を選択する．書き言葉にお
いて，いずれの場合でも中国語を使用する．次にその理由を分析する． 
JS1 は，小学校の時から意識的に中国語の学習に取り組んでいた．まず，学校では中国語の文法を
体系的に学び，作文は中国語で書くように決めていた．その結果，朝鮮語で書いた作文は評価されな
かったが，中国語で書いた作文は高く評価された．次に，テレビ番組は朝鮮語の放送を避け，すべて
中国語の放送のみ選択した．特に，ドラマとニュースを常に見ることにしていたが，その目的は，ドラマ
などを通して日常生活用語を習得し，ニュースを通して情報収集および公的場面で使用されるフォー
マルな表現を習得するためであった．さらに，書籍について民族学校で扱われる教科書を除き，自ら
選ぶ書籍は新聞，雑誌，小説等中国語で書かれたものを選んだ．書籍の中で最も多読したのは，歴
史書物であるが，それは中国人として中国の歴史がわからないと恥をかかせられるという意識からであ
る． 
 
6.2.3 家庭環境 
 JS1 の家庭内使用言語は朝鮮語であったが，父親と二人の兄が中国語のテレビ放送とラジオ放送を
よく利用していた．このことから，幼児の時から家庭内で中国語に接触していたことが予想される．JS1
が直接中国語話者に接触しはじめたのは三歳の時である．父親の友人の中に漢民族が多く，JS1 の
家によく遊びに来ていたという．しかし，幼児の JS1 は簡単な挨拶の他に中国語を話すことはなかった．
中国語で意思伝達を行いはじめたのは，幼稚園(5 歳)の時からであった．祖母が住んでいる村は祖母
一家を除き，住民の全員が漢民族であった．JS1 は 5 歳の時から小学校の 6 年生の時まで，夏休みの
一ヶ月を利用し，祖母の家に遊びに行き，漢民族の子供達と中国語を話していた． 
 JS1 の中国語学習について興味深いのは，朝鮮語が圧倒的に優勢な環境の中にいるにも関わらず，
小学校 2 年生の時から回りの環境を分析し，意図的に中国語に力を入れていたことである．それは，
父親の言語意識の影響を受けていたからだと推測される．父親は若い時，兵役に勤めていたが，JS1
の父親を除いて皆漢民族であった．兵役に勤める前までは，マジョリティ地域の出身で中国語をほとん
ど話す機会がなかった父親にとって，中国語能力が何よりも大きな課題であった．父親はそこではじめ
て「中国で中国語ができないと何もできない」との体験をし，その後，子供達の言語教育において，朝
鮮語より中国語のレベルを向上するよう働きかけたのである． 
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6.2.4 まとめ 
 以上，社会環境，家庭環境，学校環境において朝鮮語の言語集団の活力が高い環境の中でバラン
スのとれた中朝バイリンガルに育った理由には二つがある．一つは，JS1 自身の中国語に対する心理
的態度による学習環境への働きかけである．もう一つは，親の言語意識による家庭内言語管理とも呼
べるインタアクション行動を行ったことにある． 
JS1 の事例分析から，延辺朝鮮民族自治州における中朝バイリンガル教育において次のような示唆
が得られる．まず，家庭内で中国語に対する親のサポートが必要とされる．具体的には，幼児の時から
中国語への心理態度が積極的になるように働きかけ，中国語のメディアと中国語話者への接触の機会
を提供する等の工夫が必要であろう．次に，家庭内のサポートに加えて，朝鮮民族「学校環境」による
中国語のサポートが必要である．具体的には，中国語母語話者教師を中国語教師として招き，漢民族
の生徒との接触を増やすことなどである． 
 
6.3 外国語(日本語) 
JS1 は，日本語について「日本語と朝鮮語は似ているところがたくさんある」，「朝鮮語と中国語両方
で意味を覚えられて嬉しい」，「日本語を勉強して朝鮮語と中国語の言葉がまだ足りないことに気付い
た」，「翻訳，通訳は簡単にできることではない」，「朝鮮語ができて本当にありがたい」と述べている．ま
た，日本語のレベルについて「中国語，朝鮮語と同じぐらいしゃべれる」と判断している．本節では，
JS1 のこのような意識の背景にある要因を分析する． 
 
6.3.1 社会環境 
  JS1 が日本語を外国語として学んだ理由は，朝鮮民族の学校において従来日本語が単一外国語
として教えられてきたためである．日本語が単一外国語に決められた理由には，主に二つある．一つ
は，改革解放政策が始まった当時，中国国内の学校教育における外国語は英語に規定されていたが，
英語教師の不足が深刻な問題になっていた．朝鮮民族の学校では，日本語を操れる朝鮮族の年配の
方を日本語教師として招き，日本語教育を行い始めた．もう一つは，日本語と朝鮮語の言語的近さか
ら勉強しやすいという考え方があったからである．特に，大学受験の際に朝鮮族の受験者は高い得点
が取れるとの認識が強かった． 
 JS1 は 2004 年 4 月に来日し，2008 年 4 月から東京のある IT 会社に就職しているが，日本社会にお
いて一人の外国生活者として日本語を使用している．仕事上日本語を中国語あるいは朝鮮語(韓国
語)に通訳，翻訳することが求められることが多く，通訳翻訳作業を行う際，日本語を適切な中国語また
は朝鮮語に直すのに困る時が多いことから「日本語を勉強して朝鮮語と中国語の言葉がまだ足りない
ことに気付いた」，「翻訳，通訳は簡単にできることではない」と体感するようになった． 
 
6.3.2 学校環境 
JS1 は，中学校に通う 3 年間(週 3 時間)，外国語として日本語を学んだ．使用されている日本語の教
科書は，単語や文法の説明文等の訳はすべて朝鮮語になっていた．教師の教育媒介語も朝鮮語で
あった．そのため，中学校の 3 年間 JS1 は，日本語を朝鮮語との対照の中で捉え，「朝鮮語と日本語は
似ているところ(単語，助詞，尊敬語，語順)がたくさんある」，と判断するようになった．この発言から，異
言語(日本語)に接してはじめて母語が保持されたありがたさに気付いたことがわかる． 
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その後，中国国内の民間の日本語学校で 2 年間(週 40 時間)日本語を習得したが，使用教材は，単
語や文法の説明文等の訳はすべて中国語になっていた．教師の教育媒介語は中国語(初級クラス)と
日本語(中上級クラス)であった．そのため，ＪＳ1 は，日本語を中国語と朝鮮語との対照の中で捉えるよ
うになり，「中国語と朝鮮語両方で意味を覚えられてよかった」と判断するようになった．具体例を挙げ
ると，日本語の「味がない」は，中国語の直訳は日本語本来の意味が伝わるが，朝鮮語の直訳は「お
いしくない，まずい」という意味で日本語の意味とは違うので二つの言葉で意味を覚えるのが楽しいと
述べている．この発言から，異言語(日本語)に接して JS1は，自分自身が二言語使用者であることに気
付き，ある概念を二つの言葉で捉えられることに喜びと誇りを感じていることが解る． 
2004 年の 4 月，日本に留学してからは日本国内のある日本語学校で 2 年間日本語を学び，その後
IT 関係の専門学校で 2 年間かけて日本語で専門知識を習得した．日本国内での日本語習得は中国
国内での習得と違い，日本の社会文化との接触の中での習得から「日本語には中国語と朝鮮語と
違った細かい表現もある」ことに気付き，言葉と文化を結びつけて言葉を考えるようになった．また，異
言語習得が進むに伴い，朝鮮語と中国語を深く振り返える機会を持つようになったことが示唆される． 
 
6.3.3 家庭環境 
周知の通り，日本植民地時代(1910 年～1945 年)に日本語はコリアンの国語として押し付けられた歴
史がある．そのため，中国朝鮮族の年配の方の多くは日本語を操れる．今や日常生活の中で日本語
を話すことはないが，朝鮮語には語彙レベルで日本語の単語がそのまま使用されていることもある．例
えば，「座布団」，「皿」，「おしまい」等である．JS1は，幼い時から祖父，祖母，親，そして，周囲のコミュ
ニティから上記のような日本語の語彙を母語として習得し，使用してきた．それが日本語に接した時
「日本語は朝鮮語と似ている」と驚きを覚え，日本語に興味関心を持つきっかけとなった． 
 
6.3.4 まとめ 
以上のように，JS1 は，異言語(日本語)に接してはじめてまず，自分自身が二言語使用者であること
に気付き，ある概念を二つの言葉で捉えられることに喜びと誇りを感じていることがわかる．次に，母語
が保持されたありがたさに気付いたことが窺える．さらに，異言語習得が進むに伴い，朝鮮語と中国語
を深く振り返える機会を持つようになったことが推測される． 
JS1 の日本語に対する意識から，バイリンガルに育つ上で異言語教育が果たす大切な意義が窺え
る．中島(1998)は，「バイリンガル教育は，外国語教育の延長線にあるものである．」と述べているが，
外国語教育(異言語)は，バイリンガル教育の延長戦でもあるとも言えるであろう．そして異言語教育に
おいて，教師側から学習者の言語意識を引き出すことが大切であると考えられる． 
 
6.4 国際語(英語)とその他の言語 
JS1 は，英語について「英語は日本語よりもっと必要だと思う」，「毎日一生懸命英語を勉強している」，
「今はインドやアメリカのことも考えるようになった」と述べている．英語に対するこのような意識はまず，
彼の専門と関係する．JS1 は，IT に関する専門知識を習得することにおいて英語の必要性を感じた．
次に，就職活動の際，IT 関係の多くの会社が英語能力を求めたことで英語に対する学習意欲が強く
なり，英語の学習に取り組むことに繋がった．さらに，IT 技術に優れたインドで広く英語が使用されて
いることに気付き，将来インドやアメリカでも活躍したい夢を抱くようになった． 
JS1 は，英語の他にベトナム語とミャンマー語の学習も始めているが，そのきっかけは，今の職場の
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同僚の中にベトナムやミャンマーからの外国人同僚がいることである．彼らの言葉を耳にしていると，す
でに習得している朝鮮語，中国語，日本語と類似するところが多く，興味を持つようになった． 
英語を含め，いろいろな異言語との接触を通し JS1 は，「どんな外国語でも 2 年でできてしまう」，「外
国語の勉強には自信がある」，「外国語は楽しい」と捉えている．このような意識から，JS1 は，外国語を
単なるコミュニケーション道具としてではなく，興味関心から言語を学んでいることがわかる．また，日本
語をはじめ，異言語との接触を通して言語の普遍性に気付いていることが窺える． 
 
7. おわりに 
 JS1 の言語意識の分析から，バイリンガルの言語意識は政治的要因，経済的要因，教育的要因，家
庭的要因と深い関連性があることがわかった．次に，バイリンガルが肯定的に言語を捉えるのに異言
語教育が果たす役割が重要であることがわかった．さらに，言語教育の目的の一つに学習者の言語
意識を引き出すことが極めて重要であることが示唆された． 
今後の課題として挙げられるのは，中朝バイリンガルの言語使用意識を分析・考察することである．
具体的には「ネットワーク」，「民族アイデンティティ」，「価値観」，「社会文化管理」等のキーワードを抽
出し，分析・考察を行うことである． 
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１ 朝鮮人に対する呼称は国によって異なる．例えば，中国では「中国朝鮮族」，日本では「在日韓国人・朝鮮人」，
アメリカでは「在米コリアン」と呼ぶ．しかし，研究者達の多くは人種的エスニックグループとして「コリアン」という
名を用いる． 
２ 延辺朝鮮族自治州以外の吉林省出身者及び黒龍江省，遼寧省出身の朝鮮族の場合でも一つの朝鮮族の集
団として居住し，そのコミュニティ内で朝鮮語が話されているところがある． 
３ 延辺朝鮮族自治州内では会議等を行う公的場面において朝鮮語を主要言語し，公用文も朝鮮語を主要言語
とするように規定されている．しかし，実際，通訳の要らない中国語になっていることが多い． 
